
10 月 20 日・21 日実施のプレ秋田
DC に伴う SL あきた路号の運行に
あたって、10 月 18 日に試運行さ
れた SL 号が JR 井川さくら駅に到
着。こどもセンター園児らが旗を
ふってお出迎えしました。
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井
川
町
産
業
祭
及
び
福
祉
展
に
出
品
い
た
だ
い
た

作
品
の
中
か
ら
入
賞
さ
れ
た
方
々
を
紹
介
し
ま
す
。

（
敬
称
は
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

【
井
川
町
産
業
祭
表
彰
者
】

▽
秋
田
地
域
振
興
局
農
林
部
長
賞

鎌
田
ヒ
ナ
子
（
小
今
戸
）
野
菜
／
ネ　

ギ

鷲
谷
ト
ミ
子
（
横　

岡
）

食
品
／
米
粉
入
り
い
ち
じ
く
饅
頭

▽
秋
田
県
農
業
協
同
組
合
中
央
会
長
賞

鈴
木
佐
紀
子
（
小　

泉
）
食
品
／
ピ
ー
マ
ン
味
噌

伊
藤　

和
弘
（
大
野
地
）

果
樹
／
り
ん
ご
・
秋
田
紅
あ
か
り

▽
あ
き
た
湖
東
農
業
協
同
組
合
長
賞

鎌
田
ヒ
ナ
子
（
小
今
戸
）
水
稲
／
あ
き
た
こ
ま
ち

鷲
谷　

幸
一
（
横　

岡
）

野
菜
／
キ
ャ
ベ
ツ
・
越
の
ひ
か
り

▽
優
秀
賞

渡
部
津
代
志
（
小　

泉
）
水
稲
／
ゆ
め
お
ば
こ

伊
藤　

和
弘
（
大
野
地
）

果
樹
／
り
ん
ご
・
み
し
ま
ふ
じ

つ
か
ま
フ
ァ
ー
ム
（
宇
治
木
）

野
菜
／
か
ぼ
ち
ゃ
・
栗
将
軍

鎌
田　

研
造
（
小
今
戸
）
野
菜
／
白　

菜

鎌
田　

研
造
（
小
今
戸
）
野
菜
／
ネ　

ギ

鎌
田
チ
ル
ノ
（
今　

戸
）
野
菜
／
キ
ャ
ベ
ツ

渡
部　

正
一
（
小　

泉
）

雑
穀
／
株
大
豆
・
リ
ュ
ウ
ホ
ウ

小
澤
ル
ミ
子
（
街　

道
）

食
品
／
米
粉
・
カ
ボ
チ
ャ
粉
ボ
ー
ル

工
藤　

節
子
（
大　

麦
）

食
品
／
む
ら
さ
き
さ
つ
ま
い
も
よ
う
か
ん

▽
優
良
賞

渡
邊　

京
子
（
街　

道
）
野
菜
／
か
ぼ
ち
ゃ

渡
邊　

京
子
（
街　

道
）
野
菜
／
か
ぼ
ち
ゃ

佐
藤　

健
治
（
田　

中
）
野
菜
／
大　

根

鎌
田
ヒ
ナ
子
（
小
今
戸
）
野
菜
／
ネ　

ギ

伊
藤
チ
ヱ
子
（
今　

戸
）
野
菜
／
キ
ャ
ベ
ツ

森
田　

和
文
（
小
今
戸
）

雑
穀
／
大
豆
・
ホ
ウ
リ
ュ
ウ

遠
間
タ
ミ
ヱ
（
新
屋
敷
）

食
品
／
わ
ら
び
の
ず
ん
だ
合
え

高
橋　

恵
子
（
寺　

沢
）
食
品
／
パ
ン
プ
キ
ン
パ
イ

▽
努
力
賞

伊
藤　

興
武
（
街　

道
）
果
樹
／
い
ち
じ
く

つ
か
ま
フ
ァ
ー
ム
（
宇
治
木
）

野
菜
／
さ
つ
ま
い
も
・
鳴
門
金
時

畠
山
た
い
子
（
海
老
沢
）

雑
穀
／
青
大
豆
・
あ
き
た
み
ど
り

湊　
　

文
子
（
坂　

本
）
食
品
／
栗
の
渋
皮
煮

▽
奨
励
賞

伊
藤　

里
沙
（
赤　

沢
）
果
樹
／
キ
ウ
イ

齋
藤　

リ
ヱ
（
赤　

沢
）
野
菜
／
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ

遠
間
タ
ミ
ヱ
（
新
屋
敷
）

食
品
／
人
参
の
か
ら
し
づ
け

第
49
回 

井
川
町
産
業
祭

第
41
回 
町
民
文
化
祭
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▽
特
別
賞

齋
藤　

良
治
（
赤　

沢
）
野
菜
／
ひ
と
株
の
生
姜

鎌
田　

研
造
（
小
今
戸
）
野
菜
／
キ
ャ
ベ
ツ

寺
沢
婦
人
会
（
寺　

沢
）

食
品
／
パ
ン
プ
キ
ン
ケ
ー
キ

【
福
祉
展
入
賞
者
】

○
老
人
部
門
（
出
品
数
56
点
）

▽
特
別
賞

伊
藤　

永
吉
（
上　

村
）
工
芸
／
し
め
縄

齋
藤　

聖
子
（
赤　

沢
）
手
芸
／
着
物
で
作
っ
た
傘

▽
奨
励
賞

浅
野
ユ
リ
子
（
街　

道
）
手
芸
／
子
供
の
楽
園

土
橋　

鈴
子
（
街　

道
）
手
芸
／
カ
バ
ン
セ
ッ
ト

三
浦　

範
子
（
井　

内
）

リ
メ
イ
ク
／
古
い
着
物
で
作
っ
た
作
業
着

伊
藤　

久
子
（
横　

岡
）

　

手
芸
／
刺
子
の
う
わ
っ
ぱ
り

農
家
自
慢
の
一
品
が
展
示
さ
れ
る

10
月
27
日
・
28
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
、

第
49
回
井
川
町
産
業
祭
並
び
に
第
41
回
町
民

文
化
祭
が
、
役
場
庁
舎
及
び
井
川
町
農
村
環

境
改
善
セ
ン
タ
ー
、
井
川
町
健
康
セ
ン
タ
ー

を
会
場
に
開
催
さ
れ
、
期
間
中
、
大
勢
の
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

産
業
祭
部
門
に
は
、
水
稲
・
野
菜
な
ど
の

農
産
物
や
食
品
加
工
な
ど
、
計
１
６
３
点
の

作
品
が
出
品
・
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
出
品
物

の
審
査
に
あ
た
っ
た
秋
田
地
域
振
興
局
農
林

部
農
業
振
興
普
及
課
で
は
「
農
作
物
に
求
め

ら
れ
て
い
る『
安
全
・
安
心
』は
当
然
で
あ
り
、

そ
の
上
で
地
域
の
農
業
を
将
来
に
わ
た
っ
て

持
続
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
売
れ
る
農
産
物

づ
く
り
に
向
け
た
取
組
み
が
今
後
よ
り
一
層

進
化
す
る
こ
と
を
期
待
す
る
」
と
講
評
し
、

各
部
門
ご
と
に
評
価
を
与
え
ま
し
た
。

創
作
活
動
の
成
果
が
披
露
さ
れ
る

一
方
、
町
民
文
化
祭
並
び
に
福
祉
展
に
も

日
頃
の
活
動
の
成
果
を
披
露
す
る
べ
く
、
手

芸
、
陶
芸
、
書
道
、
絵
画
等
を
は
じ
め
と
す

る
多
種
多
彩
な
作
品
が
持
ち
寄
ら
れ
、
会
場

を
彩
り
ま
し
た
。

ま
た
、10
月
28
日
に
は
、恒
例
と
な
る
「
歌

と
踊
り
の
つ
ど
い
」
が
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
を
会
場
に
催
さ
れ
、
井
川
桜
爛
太
鼓
や

各
種
サ
ー
ク
ル
な
ど
か
ら
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

に
、
会
場
か
ら
は
盛
ん
に
拍
手
が
送
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

3-1

小
林
さ
ん
は
、
自
ら
舞
踊
教
室
を
開
講
し
、

新
日
本
舞
踊
瑞
峰
流
師
範
と
し
て
伝
統
文
化
の

継
承
に
努
め
ら
れ
た
ほ
か
、
長
年
に
わ
た
っ
て

井
川
町
芸
術
文
化
協
会
理
事
と
し
て
町
民
文
化

の
振
興
に
尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

鷲
谷
さ
ん
は
、
多
年
に
わ
た
っ
て
井
川
町
商

工
会
副
会
長
等
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
た
ほ
か
、

平
成
17
年
か
ら
は
湖
東
３
町
商
工
会
副
会
長
を

務
め
ら
れ
る
な
ど
、
本
町
の
商
工
業
の
振
興
に

尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

◆
井
川
町
産
業
功
労
者
表
彰

同
じ
く
10
月
28
日
、
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
行
な
わ
れ
た
産
業
祭
表
彰
式
で
は
、

井
川
町
産
業
功
労
賞
及
び
井
川
町
文
化
功
労

賞
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
さ
れ
た

方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

鷲谷嘉三郎さん
（海老沢）

3-2

小林 弘子さん
（館  岡）

▽
努
力
賞

中
道　

京
子
（
今　

戸
）
工
芸
／
ス
タ
ン
ド

小
林　

永
子
（
葹　

田
）

リ
メ
イ
ク
／
古
布
利
用
の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

伊
藤
ミ
ヨ
子
（
宇
治
木
）

染
め
物
／
し
ぼ
り
マ
フ
ラ
ー

浅
野
ヒ
ロ
子
（
小
今
戸
）
手
芸
／
袋

齋
藤　

ユ
キ
（
赤　

沢
）
工
芸
／
ペ
ン
立
て

安
田　

ヒ
テ
（
葹　

田
）
編
み
物
／
カ
ー
デ
ィ
ガ
ン

【
グ
ル
ー
プ
出
品
の
部
】　　
　
（
出
展
数
15
ク
ラ
ブ
）

▽
特
別
賞　

羽
立
老
人
ク
ラ
ブ

▽
奨
励
賞　

小
今
戸
長
生
会
老
人
ク
ラ
ブ

▽
努
力
賞　
街
道
は
つ
ら
つ
会
、
今
戸
今
寿
会
老
人
ク

ラ
ブ
、
上
村
老
人
ク
ラ
ブ
、
大
麦
老
人
ク
ラ
ブ
、
井
内

老
人
ク
ラ
ブ
、
泉
岳
老
人
ク
ラ
ブ
、
館
寿
会
老
人
ク
ラ

ブ
、
坂
本
老
人
ク
ラ
ブ
、
さ
く
ら
延
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ
、

八
田
大
倉
保
野
子
老
人
ク
ラ
ブ
、海
老
沢
老
人
ク
ラ
ブ
、

赤
沢
福
寿
会
老
人
ク
ラ
ブ
、
新
屋
敷
老
人
ク
ラ
ブ

○
介
護
施
設
・
障
害
者
部
門
（
出
品
数
50
点
）

▽
特
別
賞

畠
山　

盛
司
（
仲　

台
）

　

水
彩
画
／
記
憶
の
中
の
春　

大
台
・
大
又
沢
の
渓
谷

渡
邉　

政
美
（
桐
ヶ
丘
）
油
絵
／
蕗
狩
り

▽
奨
励
賞

桐
ヶ
丘
共
同
作
品　

貼
り
絵
／
紅
葉
に
鹿

さ
く
ら
苑
共
同
作
品　
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
・
コ
ス
モ
ス

▽
努
力
賞

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
め
ぐ
み
共
同
作
品

　

手
芸
／
お
か
め
・
ひ
ょ
っ
と
こ

長
谷
山
秋
男
（
桐
ヶ
丘
）

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
／
ミ
ニ
ー
の
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ
プ

2-5

◆
井
川
町
文
化
功
労
者
表
彰



町職員の給与などの状況について、そのあらまし
をお知らせします。町職員の給与は、国やほかの
地方公共団体との均衡を考慮しながら、町議会の
審議を経て条例で定められています。

①人件費
平成23年度普通会計決算の歳出に占める割合です。人件
費には特別職の給料や報酬も含みます。

②職員給与費
平成24年度一般会計当初予算の職員給与費です。職員給
与費には特別職の給料・手当は含みません。また、退職手
当も含みません。

③平均給与月額・職員平均年齢（平成24年4月1日現在）
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢
井川町 317,700円 47歳 241,800円 56歳

④初任給（平成24年4月1日現在）
区 分 初 任 給 採用2年経過時

給 料 額

一般行政職
大学卒 172,200円 184,200円
短大卒 152,800円 164,300円
高校卒 140,100円 148,500円

⑤経験年数別平均給料月額
経験年数10年～15年 ー
経験年数15年～20年 260,200円
経験年数20年～25年 291,500円

※個人を特定できる箇所は省略させていただきます。

⑥一般行政職の級別職員数（平成24年4月1日現在）
区 分 標準的な

職務内容 職 員 数 構 成 比

１ 級 主 事 2人 5.3％
２ 級 主 任 8人 21.1％
３ 級 主 査 17人 44.7％
４ 級 課長補佐 6人 15.8％
５ 級 課 長 4人 10.5％
６ 級 課 長 1人 2.6％

合 計 38人 100.0％
※町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。標
準的な職務内容はそれぞれの級に該当する代表的な職務。

⑦職員手当
□期末・勤勉手当（平成24年４月１日現在）

平成24年4月1日 平成23年 4月1日
期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当

６月期 1.225月分 0.675月分 1.20月分 0.675月分
12月期 1.375月分 0.675月分 1.35月分 0.675月分
計 2.600月分 1.350 月分 2.55月分 1.350 月分

※平成 24年人事院勧告前の率を表しています。

□退職手当（平成24年4月1日現在）
支 給 割 合

自己都合 勧奨・定年
勤続20年 23.50月分 30.55月分
勤続25年 33.50月分 41.34月分
勤続35年 47.50月分 59.28月分
最高限度額 59.28月分 59.28月分

※退職手当は退職した時点の給料月額に上記の支給割合を乗じ
て支給されます。

□特殊勤務手当（平成23年度）

支給職員数 全職員に
占める割合

職員１人当たり
平均支給年額

診 療 所 職 員 4人 5.7％ 83,000円
※診療所職員の特殊勤務手当は患者取扱調整手当、往診手当及
びX線（レントゲン）手当です。

□時間外手当（平成23年度）
支 給 総 額 5,617,000円

職員一人当たり支給年額 85,000円

□扶養手当・住居手当・通勤手当（平成24年4月1日現在）
手 当 名 区 分 支 給 額

扶養手当

配偶者の分 13,000円
配偶者以外の分 6,500円
配偶者がない場合の 1人につき 11,000円

扶養親族たる子のうち 15歳から
22歳までの子がいる場合の加算分 5,000円

住居手当 借家の場合の支給限度額 27,000円

通勤手当 交通機関利用の場合の支給限度額
自動車等利用の場合の支給限度額

55,000円
24,500円

一
般
行
政
職

高
校
卒

井川町職員の

給与状況

歳出総額
38億17万円

給与費総額
2億7,955万円

人件費
5億3,856万円

人件費
以外の経費

給料
1億8,674万円

職員手当
2,437万円

期末・勤勉手当
6,843万円

■歳出総額	 38億	 17万円
■人件費	 5億	3,856万円
■人件費率　14.1％ （平成22年度 13.7％）

※一人当たりの給与費570万円（平成23年度597万円）
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⑧特別職の給料等の状況（平成24年４月１日現在）
区 分 給料・報酬月額 期末手当
町 長 710,000円
副 町 長 567,000円 6月期 1.375月分
教 育 長 495,000円 12月期 1.475月分
議 長 252,000円 計 2.850月分
副 議 長 225,000円
議 員 212,000円
※期末手当は平成 24年人事院勧告前の率を表しています。

⑨部門別の職員数
区 分 職 員 数

対前年度比
部 門 平成24年度 平成23年度

一
般
行
政
部
門

議 会 1 1
総 務 14 15 △ 1
税 務 3 3
民 生 10 11 　△1
衛 生 6 6
農 林 3 4 △ 1
商 工 1 1
土 木 2 2

特別
行政
部門

教 育 10 12 △ 2

普通会計　計 50 55 △ 5

企
業
会
計

診 療 所 4 6 △2
水 道 3 4 △ 1
下 水 道 1 1
そ の 他 4 4
小 計 12 15 △ 3

合 計 62 70 △ 8
※職員数は、一般職に属する職員であり、地方公務員の身分を
保有する休職者などを含み、臨時・特別職、非常勤職員を除
いた人数です。

⑩職員の勤務時間及び休暇の状況
□勤務時間の状況（平成24年4月1日現在）

勤 務 時 間 8：30 ～ 17：15
休 憩 時 間 12：00 ～ 13：00

※戸籍業務担当職員の勤務時間等については、窓口時間延長に
伴い、勤務時間の割り振りを調整しています。

□年次休暇の取得状況（平成23年度）
総 付 与
日 数

総 取 得
日 数

全 対 象
職 員 数

平均取得
日 数 消 化 率

1,620日 492.0 日 41人 12.0 日 30.4％
※全対象職員数とは、平成 23 年 1 月 1 日から同年 12 月 31
日までの全期間を在職した一般職員数です。ただし、町長部
局における一般職員に限ります。また、総付与日数とは平成
23年 1月 1日現在において各職員に付与された日数（前年
からの繰越分を含む）を合計したものです。

□育児休暇・部分休暇・介護休暇の取得状況（平成23年度）

区 分 育児休業
（女性）

育児休業
（男性） 部分休業 介護休業

取得者数 0人 0人 0人 0人

国
民
的
な
議
論
に
ま
で
盛
り
あ

が
っ
て
い
る
訳
で
は
な
い
が
、
道

州
制
へ
の
動
き
が
加
速
し
て
い

る
。
国
政
レ
ベ
ル
で
は
ほ
と
ん
ど

の
政
党
が
導
入
に
積
極
的
で
、
そ

れ
ぞ
れ
具
体
的
な
検
討
に
着
手
す

る
た
め
の
道
州
制
基
本
法
案
の
施

行
後
５
～
７
年
以
内
の
移
行
を
明

言
し
て
い
る
。
今
後
ど
う
展
開
す

る
の
か
、
目
を
離
せ
な
い
。
道
州

制
は
ど
ん
な
制
度
で
何
を
目
的
と

し
、
問
題
は
何
か
、
先
般
、
報
告

さ
れ
た
自
民
党
の
基
本
法
骨
子
案

を
概
観
す
る
。

道
州
制
は
道
州
と
基
礎
自
治
体

で
構
成
さ
れ
る
地
方
自
治
制
度
で

あ
る
。
基
本
理
念
と
し
て
中
央
集

権
を
見
直
し
、
道
州
及
び
基
礎
自

治
体
を
中
心
と
す
る
分
権
体
制
と

し
、
国
の
権
限
を
極
力
限
定
す

る
。
道
州
は
従
来
の
国
家
機
能
の

一
部
を
担
い
、
国
際
競
争
力
を
持

つ
地
域
経
営
の
主
体
、
基
礎
自
治

体
は
従
来
の
都
道
府
県
及
び
市
町

村
の
権
限
を
併
せ
持
ち
、
地
域
完

結
性
を
有
す
る
主
体
と
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
を
前
提
に
基
礎
自
治

体
は
市
町
村
の
区
域
を
基
礎
と
し

て
編
成
す
る
。
な
ん
の
こ
と
は
な

い
、
市
町
村
合
併
を
前
提
に
し
て

い
る
。
自
民
党
案
に
限
ら
ず
、
基

礎
的
な
自
治
体
は
よ
り
大
き
な
権

限
の
受
け
皿
と
な
る
の
で
、
一
定

規
模
以
下
の
市
町
村
を
再
編
、
解

消
す
る
こ
と
に
な
ら
ざ
る
を
得
な

い
。
30
万
人
以
下
の
市
町
村
は
合

併
は
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が

通
説
だ
。
権
限
の
移
譲
を
受
け
ら

れ
な
い
小
さ
な
基
礎
自
治
体
は
道

州
の
出
先
や
他
の
自
治
体
に
よ
る

補
完
で
自
治
機
能
を
失
う
こ
と
に

な
る
。

つ
ま
り
町
村
は
消
滅
し
、
多
様

な
自
治
や
暮
ら
し
を
失
う
こ
と
に

つ
な
が
る
だ
ろ
う
。
分
権
の
時
代

を
標
榜
し
な
が
ら
、
法
で
強
制
的

に
編
成
と
い
う
合
併
を
迫
る
の
だ

ろ
う
か
。
現
行
の
都
道
府
県
制
の

ど
こ
に
ど
う
い
っ
た
不
都
合
な
問

題
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

展
望
の
拓
け
な
い
現
在
の
社
会

経
済
状
況
を
打
破
す
る
切
り
札
と

し
て
の
道
州
制
へ
の
期
待
感
も
流

布
さ
れ
て
い
る
。
幻
想
だ
ろ
う
。

道
州
間
の
競
争
で
は
税
源
が
豊
か

で
、
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
る
地

域
が
有
利
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も

な
い
。
東
京
一
極
集
中
が
解
消
さ

れ
る
な
ん
て
と
ん
で
も
な
い
。
ま

す
ま
す
加
速
す
る
だ
ろ
う
。
そ
し

て
、
国
家
を
分
断
し
、
格
差
を
生

み
、
最
終
的
に
は
国
力
の
低
下
さ

え
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
道
州
制

に
は
、
私
は
賛
成
で
き
な
い
。
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6-1

教室・講座 開　催　日 会　場

英会話教室

７日､ 14日､ 21日､ 28日
（毎週水曜日）

初級コース18：30から
中級コース19：30から

井川町公民館

和太鼓サークル 10日、24日17：00から 井川町公民館

井川高齢大学
大 学 院 21日（水）9：30から 井川町公民館

11 月の公民館活動

井川町オープンバレーボール
ソフトバレーボール大会

町内会で、職場で、仲間たちとチームを組んで参加
しませんか。
□日　時　12月 9日（日）8時 30分～
□会　場　町民体育館
□参加区分
（1）オープンバレーボール	 ※監督、選手 10人まで
　　①男子の部（男女混合可）、②女子の部
（2）ソフトバレーボール	 ※監督、選手６人まで

　　①トリムの部（男女混合）、②レディースの部
（女性のみ４人）

□申込み　12月 7日（金）まで町民体育館へ
（電話 874-3668 ／有線 4285）

移動公民館
増田の蔵巡りを実施します

□日　時　11月 29日（木）
（午前8時30分に井川町公民館前へ集合）

□内　容　蔵巡り→養心館（昼食）→道の駅・十文字
□参加料　1人 3,000 円

（昼食代金、高速料金、拝観料、ガイド料）

□募集人数　30人
（申込み順にて定員になり次第締切り）

□申込み　11月 13日（火）まで井川町公民館へ

あつまれ！いかわっこ in 井内児童館
～大道芸にチャレンジ～

□日　時　11月 24日（土）13時 30分～ 15時 30分
□会　場　井内児童館
□内　容　大道芸にチャレンジ（ジャグリング・　　

バルーンアートほか）
□対　象・募集人数　小学生 30人
□参加費　100 円（材料費として）
□持ち物　内ズック、飲み物
□申込み　11月 13日（火）まで井内児童館へ

【申込み・問い合わせ】井内児童館（有線 4030）

今一度見直そう！ごみの減量とコミュニケーション

「いかわを拓く町民のつどい」
～これであなたも井川のエコマイスター！？～

大震災による環境問題がクローズアップされる中
で、生活に密接するごみの問題は、「心豊かに 活き活
き安らぎの町」を基本理念としたまちづくりの課題
の一つです。今年のつどいでは身近な問題を見直す
機会として、できることから始めて、人と人とがコ
ミュニケーションを深め、楽しく、安心して生活で
きるような地域づくりを目指します。みなさん誘い
合って参加して下さい。

□日　時　11月 18日（日）9時 30分開会 
□会　場　井川町公民館
□内　容
　☆開会行事　　9時 30分～
　☆分 科 会　　9時 45分～
　「ＥＭボカシについて」
　　大仙市ＥＭによる環境浄化研究会	 太田欣次郎 氏

　「エコ料理について」　 料理研究家	 伊藤　睦子 氏
　☆シンポジウム　11時 15分～ 12時 00分
　　コーディネーター／ 伊藤　清次 さん
　　　　シンポジスト／ 工藤　節子 さん（さくらエコ

協議会会長）
	 遠藤　フミ さん（井川町婦人会

会長　　　 ）
	 浅野　周一 さん（元不法投棄

巡回監視員）
	 太田欣次郎 さん
	 伊藤　睦子 さん

※詳しくは、全戸配布するパンフレットでお知らせします。

TEL（874）4422　有線4443

生涯学習
だより 井川町公民館

伝　言　板
みんなと楽しく活動してみませんか

のいい顔 み～つけた！街
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【
３
㌔
ペ
ア
コ
ー
ス
】

▼ 

家
族
の
部	

〔
参
加
／
29
組
58
人
〕

１
位	

安
部
研
一
郎
・
安
部
心
源
（
秋
田
市
）
11
分
31
秒

２
位	

齋
藤
壱
周
・
齋
藤　

修
（
井
川
町
）
12
分
10
秒

３
位	

杉
沢　

朗
・
杉
沢
亮
夢
（
秋
田
市
）
13
分
04
秒

▼ 

小
学
１
年
～
３
年
の
部	

	〔
参
加
／
12
組
24
人
〕

１
位	

武
藤
優
聖
・
柴
田
涼
真
（
井
川
町
）
12
分
15
秒

２
位	

小
武
海
日
和
・
伊
藤
美
優
（
井
川
町
）
12
分
57
秒

３
位	

後
藤
圭
翔
・
澤
石
尚
哉
（
井
川
町
）
13
分
20
秒

▼ 

小
学
４
年
～
６
年
の
部	

〔
参
加
／
27
組
54
人
〕

１
位	

土
肥
紫
雲
・
小
澤　

海
（
井
川
町
）
10
分
12
秒

２
位	

渡
部
颯
真
・
石
井
南
葵
（
井
川
町
）
10
分
17
秒

３
位	

小
武
海
佑
人
・
八
柳
航
人
（
井
川
町
）
10
分
23
秒

▼ 

中
学
生
／
女
子
の
部	

〔
参
加
：
２
組
４
人
〕

１
位	

遠
間
美
月
・
武
石　

結
（
井
川
町
）
15
分
41
秒

２
位	

伊
藤　

和
・
小
玉
彩
乃
（
井
川
町
）
17
分
03
秒

秋
色
の
井
川
路
で
健
脚
を
競
う

第
27
回
井
川
ア
ッ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
が

10
月
21
日
、
町
民
体
育
館
前
を
ス
タ
ー

ト
・
ゴ
ー
ル
と
す
る
町
内
周
回
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
１
８
６
人
の

ラ
ン
ナ
ー
が
エ
ン
ト
リ
ー
し
て
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

午
前
９
時
、
町
民
体
育
館
前
で
行
わ

れ
た
開
会
式
で
は
、
中
山
英
悦
井
川
町

教
育
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
三
浦
正

さ
ん
、
陽
さ
ん
親
子
が
選
手
宣
誓
。

開
会
式
終
了
後
の
午
前
９
時
30
分
、

３
㌔
ペ
ア
競
技
が
ス
タ
ー
ト
。
選
手
ら

が
勢
い
よ
く
走
り
出
し
ま
す
。
コ
ー
ス

中
盤
の
坂
本
地
内
の
リ
ン
ゴ
園
付
近
で

は
時
折
、
苦
し
い
表
情
を
見
せ
る
選
手

た
ち
も
仲
間
同
士
で
励
ま
し
合
い
な
が

ら
、
各
々
の
ペ
ー
ス
で
秋
の
井
川
路
を

走
り
き
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
前
10
時
15
分
に
出
走
し
た

５
㌔
競
技
で
は
、
井
川
中
学
生
を
始
め

と
す
る
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
が
各
自
の
実
力

を
試
す
べ
く
、
タ
イ
ム
レ
ー
ス
に
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

7-2

7-3

7-1
第
27
回

い
か
わ
ア
ッ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン

【
５
㌔
コ
ー
ス
】　 

※
敬
称
は
省
略
し
ま
す
。

▼ 

中
学
生
／
男
子
の
部	

〔
参
加
／
26
人
〕

１
位　

鈴
木
頌
也
（
井
川
中
）
19
分
43
秒

２
位　

鈴
木
健
斗
（
井
川
中
）
20
分
26
秒

３
位　

児
玉
優
晴
（
井
川
中
）
20
分
51
秒

▼ 

49
歳
ま
で
／
男
子
の
部	

〔
参
加
／
10
人
〕

１
位　

石
川
剣
悟
（
男
鹿
市
）
15
分
59
秒

２
位　

菅
原
大
介
（
男
鹿
市
）
16
分
01
秒

３
位　

清
水
鳴
浩
（
秋
田
市
）
16
分
17
秒

▼ 

50
歳
以
上
／
男
子
の
部	

〔
参
加
／
５
人
〕

１
位　

鈴
木
昭
浩
（
男
鹿
市
）
18
分
11
秒

２
位　

竹
内
芳
則
（
潟
上
市
）
18
分
25
秒

３
位　

三
浦　

司
（
秋
田
市
）
19
分
07
秒

▼ 

中
学
生
／
女
子
の
部	

〔
参
加
／
２
人
〕

１
位　

安
部
萌
菜
美
（
秋
田
市
）
20
分
37
秒

２
位　

畠
山
裕
奈
（
秋
田
市
）
31
分
17
秒

▼ 

一
般
／
女
子
の
部	

〔
参
加
／
３
人
〕

１
位　

加
藤
咲
子
（
五
城
目
町
）
20
分
58
秒

２
位　

菊
地
美
保
子
（
秋
田
市
）
23
分
13
秒

３
位　

北
林
里
美
（
秋
田
市
）
24
分
50
秒
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10/4

10/10

10/20

10/20

8-1

8-3

実りの秋、収穫の喜びを実感
井川小5年生による稲刈り体験学習

実りの秋を迎えたこの日、井川町土地改良
区及び農業委員会の協力のもと、５年生児童
による稲刈り体験学習が行われました。

生徒たちは、春先に自らの手で植えた苗が
稲穂をたわわに実らせた様子に感激し、管理
を行っていただいた農家への感謝と、お米を
大切にする気持ちをかみしめながら、一株一
株を丁寧に刈り取っていました。

8-2 運動と交流でカラダと心の健康づくり
井川町老人スポーツ大会

井川町老人クラブ連合会が主催する「老人
スポーツ大会」が、町民体育館を会場に開
催され、約 300 人の参加者たちは笑いあり、
また時に真剣勝負ありで趣向を凝らした競技
種目を和やかに楽しんでいました。

【大会結果】優　勝　今戸今寿会老人クラブ
準優勝　小今戸長生会老人クラブ
第３位　新屋敷老人クラブ

8-4

結び ～固からず 緩からず 薄紅色に～
第13回さくら苑祭

施設利用を通じた出会いから生まれた「結
び」が末永く薄紅色のさくらのような優しさ
に包まれるようにとの願いを込め、第 13 回
さくら苑祭が開催され、施設利用者をはじめ
家族や地域の方々など大勢が集まりました。

アトラクションでは芸能ひまわり会一行の
民謡や舞踊等の演芸のほか、施設職員による

『さくら苑音頭』などで盛り上がりました。

手をつなごう　明るい未来のために
第27回桐ヶ丘祭

障害者支援施設桐ヶ丘では、第 27 回目を
数える桐ヶ丘祭が行われ、施設利用者による
創作展示やアトラクションで賑わいました。

午後より行われたアトラクションでは、箏
（こと）教室で学ぶ施設利用者らの演奏が披
露されたほか、秋田市西馬内盆踊愛好会・灯
乃会による本場西馬内盆踊りが行われ、会場
を幽玄な雰囲気に包み込んでいました。
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10/20

10/20

功
績
を
た
た
え
て

◆
国
民
健
康
保
険
関
係
功
績
者

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

森
田
さ
ん
は
、
昭
和
63
年
か
ら
平
成

22
年
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
、
井
川
町

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
と
し

て
、
国
保
事
業
の
健
全
な
運
営
に
対
し

多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

森田 喜一郎さん
（小今戸）

9-1

9-3

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果
で
す

10
／
13

第
32
回
男
鹿
市
・
潟
上
市
・
南
秋
田
郡

湖
竜
旗
争
奪
少
年
剣
道
大
会

（
会
場
・
潟
上
市
立
昭
和
体
育
館
）

【
男
女
Ｓ
低
学
年
の
部
】

　

第
３
位　

今
野　

珠
希

10
／
14

第
29
回
秋
田
県
空
手
道少

年
錬
成
大
会

（
会
場
・
秋
田
県
立
武
道
館
）

【
個
人
／
形
の
部
】

小
学
１
年
男
子　

第
３
位　

佐
藤　

堅
心

小
学
３
年
女
子　

第
３
位　

伊
藤　

朱
里

【
個
人
／
組
手
の
部
】

小
学
１
年
女
子　

第
３
位　

伊
藤　
　

渚

小
学
３
年
女
子　

第
２
位　

伊
藤　

朱
里

小
学
４
年
男
子　

第
３
位　

伊
藤　

凌
雅

小
学
５
年
男
子　

第
３
位　

福
田　
　

陽

小
学
６
年
男
子　

第
３
位　

菅
生　

大
誠

中
学
２
年
男
子　

第
２
位　

伊
藤　

樹
生

　
　

〃　

男
子　

第
３
位　

菅
生　

颯
太

【
団
体
／
組
手
の
部
】

小
学
生
低
学
年　

第
３
位　

井
川
町
ス
ポ
少

（
児
玉
椋
汰
、
伊
藤
朱
里 

ほ
か
）

街
道
町
内
安
全
安
心
パ
ト
ロ
ー
ル
隊

（
代
表
・
伊
藤
満
洲
雄
氏
）
は
平
成
18

年
６
月
の
発
足
以
来
、
小
学
校
児
童
ら

の
登
下
校
時
の
巡
回
及
び
声
か
け
運
動

の
ほ
か
、
一
人

暮
ら
し
や
高
齢

者
世
帯
の
訪
問

活
動
を
実
施
し
、

地
域
の
安
全
・

安
心
推
進
活
動

を
展
開
し
て
い

ま
す
。

◆
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
功
労
者

秋
田
県
知
事
表
彰

ＳＬあきた路号を一目見ようと

県で展開するプレ秋田デスティネーション
キャンペーンの一環としてＪＲ秋田支社と県が
企画した『ＳＬあきた路号』が奥羽本線・秋田
駅～東能代駅間で 20 日、21 日の両日にわたっ
て運行され、鉄道線路の沿道等ではＳＬ号を一
目見ようと大勢の姿が見られました。井川さく
ら駅にも多くの見学者が訪れ、構内で配られた
手旗をふってＳＬの到着を歓迎していました。

循環器疾患対策 50 周年感謝決議贈呈式

本町の循環器疾患対策が 50 周年の節目を迎
えたことを受けて、去る 8 月 3 日に行われた
第 4 回井川町議会臨時会において決議された
感謝決議の贈呈式が、奈良県大和郡山市で執り
行われました。式では、本対策に多大な功績を
いただいた大阪府立大阪がん循環器予防セン
ター医師等をはじめ、関係各位へ感謝決議状と
記念品が贈られました。
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【
国
民
年
金
】
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料

）
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

「
井
川
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
園
児
を
募
集
し
ま
す
〈
平
成
25
年
度
入
園
〉

国
民
年
金
保
険
料
は
、

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
・
住
民
税

の
申
告
に
お
い
て
、
納
付
し
た
全
額
が
社
会

保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年

の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
期
間
に

納
付
し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る
た
め
に

は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
の
添

付
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
保
険
料
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

こ
の
た
め
、
平
成
24
年
１
月
１
日
か
ら
同

年
12
月
31
日
ま
で
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
さ
れ
た
方
へ
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
11
月
上
旬
に

日
本
年
金
機
構
本
部
よ
り
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
、
必
ず

こ
の
証
明
書
（
又
は
領
収
書
）
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

□
そ
の
他　

年
度
途
中
の
入
園
希
望
の
あ
る

方
も
入
園
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
幼
稚
園

□
対
象
児
童

▼
５
歳
児　

平
成
19
年
４
月
２
日
～

平
成
20
年
４
月
１
日
生
ま
れ

▼
４
歳
児　

平
成
20
年
４
月
２
日
～

平
成
21
年
４
月
１
日
生
ま
れ

□
保
育
時
間　

１
日
の
保
育
時
間
は
４
時
間

を
標
準
と
し
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

の
午
前
８
時
か
ら
午
後
１
時
15
分
ま
で
と

な
り
ま
す
。

※
申
込
み
に
必
要
な
書
類
等
、
詳
し
い
こ
と

は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

井
川
町
教
育
委
員
会

電
話
（
８
７
４
）
４
４
２
４
／
有
線
４
５
３
８

井
川
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

電
話
（
８
７
４
）
４
１
５
１
／
有
線
４
３
０
５

井
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
25
年
度

井
川
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
園
児
の
入
園
手
続
き

を
受
付
し
ま
す
。
な
お
、
対
象
世
帯
あ
て
に

必
要
書
類
を
事
前
配
布
し
ま
す
。

□
面
接
受
付
日
時

11
月
20
日
（
火
）
・ 

21
日
（
水
）

両
日
と
も
午
後
４
時
～
午
後
６
時

□
受
付
場
所　

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
幼
稚
園
棟

■
保
育
園

□
対
象
児
童　

０
歳
児
か
ら
５
歳
児
ま
で

□
保
育
時
間　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
の
午
前

７
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
30
分
ま
で
の
８

時
間
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。
延
長
保
育

は
午
後
７
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。

□
保
育
内
容　

乳
児
保
育
、
障
害
児
保
育
、

一
時
預
か
り
保
育
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

□
保
育
料　

保
護
者
等
の
所
得
税
に
応
じ
て

保
育
料
を
算
定
し
ま
す
。
徴
収
金
額
表
に

基
づ
き
保
育
料
を
決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
10
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の

間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料
を

納
付
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月

上
旬
に
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

本
人
の
保
険
料
だ
け
で
な
く
、
配
偶
者
や

家
族
の
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
も
、
納
付

し
た
保
険
料
の
全
額
を
納
付
し
た
本
人
の
社

会
保
険
料
控
除
に
加
算
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
の
で
、
家
族
あ
て
に
送
ら
れ
た
控
除
証
明

書
を
添
付
し
て
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
控
除
証

明
書
の
は
が
き
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

電
話
０
５
７
０

－

０
７
０

－

１
１
７

※
開
設
期
間
は
、
平
成
24
年
11
月
１
日
か
ら

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
町
民
課 

健
康
福
祉
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
７
／
有
線
４
４
３
７

役場の電話番号・メールアドレス
URL http://www.town.ikawa.akita.jp/

ホームページに関すること
webmaster@town.ikawa.akita.jp

総　　　務　　　課

総　　　務　　　班
soumu@town.ikawa.akita.jp 874-4411

税　　　務　　　班
zeimu@town.ikawa.akita.jp 874-4414

町　　　民　　　課

町　民　生　活　班
tyoumin@town.ikawa.akita.jp 874-4416

健　康　福　祉　班
kenkou@town.ikawa.akita.jp 874-4417

産　　　業　　　課

産　業　振　興　班
sangyou@town.ikawa.akita.jp 874-4418

農　業　委　員　会
nougyou@town.ikawa.akita.jp 874-4419

建　　　設　　　班
kensetu@town.ikawa.akita.jp 874-4420

水　　　道　　　課
suidou@town.ikawa.akita.jp 874-4421

出　　　納　　　室
suitou@town.ikawa.akita.jp 874-4412

教　育　委　員　会
kyouiku@town.ikawa.akita.jp 874-4424

公　　　民　　　館
kouminkan@town.ikawa.akita.jp 874-4422

議　会　事　務　局
gikai@town.ikawa.akita.jp 874-4425

◇役場窓口業務の時間延長◇
毎週水曜日は午後７時まで住民
票、印かん証明書の発行等の窓
口業務を行っていますので、ご
利用ください。

11月

く

情
らし

報
の
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の11月

県
税
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す

臨
時
職
員
（
調
理
員
）
を
募
集
し
ま
す

「定期救命講習」のお知らせ
□内容　ＡＥＤを用いた心肺蘇生法
□日時　11月 18日（日）9時～ 12時

（毎月第３日曜日に実施）

□場所　湖東地区消防本部
※講習は無料。受講を希望する方は

前日までに申込みください。

【問い合わせ】湖東地区消防本部
電話018-874-2420

【
湖
東
地
区
消
防
本
部
よ
り
】	

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
緊
急
通
報
の
利
用
に
つ
い
て

個
人
事
業
税
（
２
期
）
の
納
期
限
は

11
月
30
日
（
金
）
で
す

忘
れ
ず
に
最
寄
り
の
金
融
機
関
で
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を
し
て
い
る

方
は
預
金
残
高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

個
人
事
業
税
の
納
付
も口

座
振
替
が
便
利
で
す

公
共
料
金
等
の
支
払
い
と
同
じ
よ
う
に
、

個
人
事
業
税
も
口
座
振
替
の
ご
利
用
を
お
す

す
め
し
ま
す
。
県
内
の
銀
行
、
信
用
金
庫
、

労
働
金
庫
、
農
協
等
に
預
貯
金
口
座
が
あ
る

方
で
あ
れ
ば
、ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す
。

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は
、
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
地
域
振
興
局 

県
税
部

電
話
０
１
８

－

８
６
０

－

３
３
３
１

町
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
職
員
（
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

□
募
集
区
分　

調
理
員

□
募
集
人
数　

１
名

□
応
募
資
格　

調
理
員
の
資
格
を
有
す
る
方

□
勤
務
地　

給
食
セ
ン
タ
ー

□
待　
　

遇　

７
２
５
円
／
１
時
間

※
社
会
保
険
・
厚
生
年
金
等
有
り

□
休　
　

日　

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
祭
日
、

そ
の
他
不
定
期

□
雇
用
期
間　

採
用
時
か
ら
平
成
25
年
３
月

ま
で

□
募
集
期
限　

11
月
15
日
（
木
）
締
切
り

【
問
い
合
わ
せ
】
役
場
総
務
課 

総
務
班

電
話
（
８
７
４
）
４
４
１
１
／
有
線
４
５
７
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
火
災
や
救
急
の
「
緊
急
通
報
」
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

湖
東
地
区
消
防
本
部
で
は
、
本
年
度
か
ら

聴
覚
障
が
い
や
口
頭
で
意
志
を
伝
え
る
こ
と

が
困
難
な
方
等
が
、
従
来
の
１
１
９
番
通
報

の
ほ
か
に
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
緊
急
通
報
が
行

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

□
対
象
者　

音
声
通
話
が
困
難
な
方
で
Ｆ
Ａ

Ｘ
通
報
が
必
要
と
さ
れ
る
方

□
利
用
方
法

フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
「
０
１
８

－

８
７
４

－

２
５
６
４
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し
、
緊
急
連
絡

フ
ァ
ッ
ク
ス
用
紙
を
送
信
す
る
こ
と
で
、

救
急
車
ま
た
は
消
防
車
が
出
動
し
ま
す
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
緊
急
通
報
を
受
信
し
た
後
、
消
防

本
部
よ
り
出
動
中
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ

る
返
信
書
を
緊
急
通
報
が
送
信
さ
れ
た
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
へ
返
送
し
ま
す
。

※
専
用
用
紙
が
な
い
場
合
で
も
、
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
・
火
災
で

あ
る
か
、
救
急
要
請
で
あ
る
か
の
旨
を
記

載
し
た
用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
送
信
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
１
１
９
番
通
報
と
同
じ
対
応
を

行
い
ま
す
。

□
用
紙
の
入
手
先　

湖
東
地
区
消
防
本
部
、

ま
た
は
役
場
町
民
課
窓
口
に
て
配
布
し
て

い
る
ほ
か
、
湖
東
地
区
消
防
本
部
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。

※
利
用
希
望
者
は
、
事
前
に
住
所
・
氏
名
等

を
消
防
本
部
へ
情
報
提
供
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
よ
り
迅
速
に
対
応
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
こ
の
場
合
は
、
役
場
町
民
課

窓
口
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

□
Ｆ
Ａ
Ｘ
緊
急
通
報
の
手
順

①
緊
急
通
報
フ
ァ
ッ
ク
ス
用
紙
に
必
要
事
項

を
記
入
す
る
。（
あ
ら
か
じ
め
住
所
や
氏

名
等
を
記
入
し
て
お
く
と
、
い
ざ
と
い
う

時
、
簡
単
に
通
報
で
き
ま
す
）

②
通
報
書
を
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
の
せ
る
。

③
「
８
７
４

－

２
５
６
４
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
し

送
信
ス
タ
ー
ト
ボ
タ
ン
を
押
す
。

④
受
信
後
、
指
令
室
か
ら
返
信
書
が
送
信
さ

れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
湖
東
地
区
消
防
本
部

電
話
０
１
８

－

８
７
４

－

２
４
２
０

 　４日（日）自然ウォーキング　（湯沢市小安峡）
　

 １０日（土）首都圏ふるさと井川会
	 （東京都新宿区／日本青年館）

 １８日（日）いかわを拓く町民のつどい
（農村環境改善センター）

 ２５日（日）井川町芸術文化協会
	 	 40 周年記念式典

（農村環境改善センター）

２７日（火）農業委員会総会	 	（役場会議室）

２９日（木）ゆうゆうカラオケ大会
（老人福祉センターゆうゆう）

３０日（金）町内会長会議	 	（役場会議室）
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私
だ
け
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

被
害
に
遭
わ
な
い
！ 

女
性
の
防
犯
対
策

女
性
が
遭
い
や
す
い
犯
罪
被
害
と
し
て
、

ス
ト
ー
カ
ー
、Ｄ
Ｖ（
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
）、

性
犯
罪
、
強
盗
及
び
性
犯
罪
を
目
的
と
し
た

住
居
侵
入
、
ひ
っ
た
く
り
な
ど
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
犯
罪
は
、
い
つ
・
ど
こ
で
・
ど
の
よ

う
な
形
で
あ
な
た
の
身
に
起
こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
ほ
ん
の
少
し
の
心
が
け
が
、
犯
罪

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。

▽
ス
ト
ー
カ
ー
か
ら
身
を
守
る

ス
ト
ー
カ
ー
は
、
様
々
な
手
段
を
使
っ
て

女
性
に
近
づ
き
ま
す
。
行
為
が
エ
ス
カ
レ
ー

ト
し
、
殺
人
等
の
凶
悪
犯
罪
に
発
展
す
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

【
防
犯
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
行
為
者
に
は
っ
き
り
と
拒
否
の
姿
勢
を
伝

え
ま
し
ょ
う
。

・
個
人
情
報
管
理
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
相
手
か
ら
の
電
話
や
メ
ー
ル
の
内
容
を
記

録
し
、
手
紙
や
中
傷
ビ
ラ
な
ど
は
全
て
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

▽
Ｄ
Ｖ
か
ら
身
を
守
る

配
偶
者
間
と
言
え
ど
も
、
身
体
へ
の
暴
力

や
生
命
、
身
体
へ
の
脅
迫
等
は
犯
罪
で
す
。

Ｄ
Ｖ
防
止
法
で
は
、
更
な
る
暴
力
被
害
か
ら

被
害
者
を
守
る
た
め
に
地
方
裁
判
所
に
申
し

立
て
る
「
保
護
命
令
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

駐
在
所
だ
よ
り

井
川
警
察
官
駐
在
所　

有
線
４
４
２
１

電
話
（
８
７
４
）
２
３
４
５

▽
性
犯
罪
や
住
居
侵
入
等
か
ら
身
を
守
る

犯
罪
者
は
、
一
人
暮
ら
し
の
女
性
や
女
性

だ
け
が
在
宅
す
る
家
庭
を
狙
っ
た
り
、
夜
間

暗
く
人
通
り
の
少
な
い
場
所
で
女
性
の
背
後

か
ら
犯
行
の
機
械
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

【
外
出
時
に
お
け
る
防
犯
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
夜
間
、
暗
く
人
通
り
の
少
な
く
道
の
一
人

歩
き
は
で
き
る
だ
け
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
で
通
話
、
メ
ー
ル
し
な
が
ら
、

ま
た
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を
聴
き
な
が
ら
歩

く
の
は
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
危
険
で
す
。

・
危
険
を
感
じ
た
と
き
は
、
大
声
で
助
け
を

求
め
た
り
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

・
バ
ッ
ク
な
ど
の
手
荷
物
は
、
車
道
と
反
対

側
の
手
に
持
ち
ま
し
ょ
う
。

【
在
宅
時
に
お
け
る
防
犯
ア
ド
バ
イ
ス
】

・
訪
問
者
が
あ
っ
た
と
き
は
、
身
分
や
用
件

を
確
認
し
て
か
ら
ド
ア
を
開
け
ま
し
ょ
う
。

・
帰
宅
時
、
玄
関
の
ド
ア
を
開
け
る
時
は
、

周
囲
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
時
、
就
寝
時
は
玄
関
や
窓
を
鍵
か
け

を
忘
れ
ず
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
下
着
は
人
目
に
つ
か
な
い
と
こ
ろ
に
干
し

ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
事
態
が
深
刻
に
な
る
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
窓
口
】

○
県
民
安
全
相
談
セ
ン
タ
ー

電
話
０
１
８

－

８
６
４

－

９
１
１
０

○
レ
デ
ィ
ー
ス
通
話
１
１
０
番

電
話
０
１
２
０

－

０
２
８

－

１
１
０

11
月
は
、
Ｄ
Ｖ
防
止
・
児
童
虐
待
防
止

推
進
月
間
で
す

全
国
一
斉「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す

▼
Ｄ
Ｖ
防
止
相
談
窓
口

配
偶
者
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
（
Ｄ

Ｖ
）
は
重
大
な
人
権
侵
害
で
す
。
一
人
で
、

悩
ま
ず
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

□
相
談
窓
口　

女
性
相
談
所

□
電
話
番
号　

０
１
８

－

８
３
５

－

９
０
５
２

平
日 

８
時
30
分
～
21
時
、
土
・
日
曜
日
、

祝
日 

９
時
～
18
時

▼
児
童
虐
待
防
止
相
談
窓
口

児
童
虐
待
や
子
育
て
に
関
す
る
悩
み
に
つ

い
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

□
相
談
窓
口　

中
央
児
童
相
談
所

□
電
話
番
号　

０
１
２
０

－

４
２

－

４
１
５
２

平
日 

８
時
30
分
～
17
時
15
分
、
夜
間
及

び
休
日
の
相
談
受
付
は
、
電
話
８
６
２

－

７
３
１
１
ま
で
（
24
時
間
対
応
）

平
成
24
年
度
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
標
語

「
気
づ
く
の
は　

あ
な
た
と
地
域
の　

心
の
目
」

※
「
し
つ
け
」
と
「
虐
待
」
の
違
い 

… 

多
く

の
場
合
、
虐
待
の
あ
っ
た
親
は
そ
の
行
為
を

「
し
つ
け
」
と
主
張
し
ま
す
。
し
か
し
親
が

そ
う
思
っ
て
い
て
も
、
そ
の
行
為
が
子
ど
も

の
心
と
身
体
を
傷
つ
け
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
は
「
虐
待
」
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
秋
田
県
子
育
て
支
援
課

電
話
０
１
８

－

８
６
０

－

１
３
４
４

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
女
性
を
め
ぐ
る
様
々
な
人
権
問
題
の
解

決
を
図
る
た
め
、
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」強
化
週
間
を
実
施
し
ま
す
。

□
専
用
電
話　

０
５
７
０

－

０
７
０

－

８
１
０

□
相
談
受
付
期
日

11
月
12
日
（
月
）
～
11
月
16
日
（
金
）

受
付
時
間 

８
時
30
分
～
19
時

11
月
17
日
（
土
）
～
11
月
18
日
（
日
）

受
付
時
間 

10
時
～
17
時

※
相
談
担
当
者
／
人
権
擁
護
委
員
及
び
法
務

局
職
員
（
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
）

【
問
い
合
わ
せ
】

秋
田
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

電
話
０
１
８

－

８
６
２

－

１
４
４
３

平
成
24
年 

秋
の
火
災
予
防
運
動
を
実
施

「
消
す
ま
で
は	

出
な
い
行
か
な
い	
離
れ
な
い
」

住
宅
防
火  

い
の
ち
を
守
る  

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

３つの習慣
○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

○
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も
の
か
ら
離
れ
た
位

置
で
使
用
す
る

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を
離
れ
る
と
き
は
、

必
ず
火
を
消
す

４つの対策
○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
住
宅
用
火
災
警
報
機

を
設
置
す
る

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン
か
ら
の
火
災
を
防

ぐ
た
め
に
防
炎
品
を
使
用
す
る

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す
た
め
に
、
住
宅
用

消
火
器
等
を
設
置
す
る

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由
な
人
を
守
る
た
め

に
、
隣
近
所
の
協
力
体
制
を
つ
く
る
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今月のお知らせ

図
書
カ
ー
ド
が
当
た
る

◆
今
月
の
問
題

① 

井
川
町
産
業
祭
に
出
品
さ
れ
た
農
産
物
（
食

品
加
工
も
含
む
）
は
何
点
で
し
た
か
？

② 

第
27
回
井
川
ア
ッ
プ
ル
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加

し
た
ラ
ン
ナ
ー
は
何
人
で
し
た
か
？

◆
応
募
の
方
法

ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の
答
え
と
応
募
さ
れ
る
方

住
所
・
氏
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
あ
て
先

〒
０
１
８
―
１
５
９
６

井
川
町
北
川
尻
字
海
老
沢
樋
ノ
口
78
―
１

井
川
町
役
場 

総
務
課 

広
報
担
当
ま
で

◆
し
め
き
り　

11
月
20
日
（
火
）
消
印
有
効

ク
イ
ズ
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
３
人
の

方
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

前
回
の
答
え
は
、
① 

38
億
５
２
６
５
万
２
千

円
、
② 

１
０
０
８
人
で
し
た
。

司法書士による無料相談会を開催

秋田県司法書士会による相続、贈与、
売買、借金、多重債務などの相談会を
実施します。相談される際は事前予約
が必要です。※毎月第３木曜日実施
□日時　11月15日（木）13時～16時
□会場　潟上市役所飯田川庁舎２階

【問い合わせ】井川町社会福祉協議会
電話018-874-2610／有線4451

無料調停相談会のお知らせ

□相談内容　家庭問題（夫婦関係・離
婚、親子関係、扶養、相続、遺言）、
土地・建物・金銭のもめごと、消費者
金融問題、交通事故（補償）

□日時　11月9日（金）10時～15時
※当日随時受付けし、順番に相談に応
じます。予約は不可。

□場所　裁判合同庁舎内
【問い合わせ】秋田調停協会

電話018-824-3121
コンプライアンスチェックテキストを

ご活用ください
秋田労働局では基本的な労働関係法令
の遵守事項をまとめたテキストを作成
しました。労使間の紛争の未然防止に
も役立ちます。本テキストは最寄りの
労働基準監督署、ハローワークで配布
しています。

【問い合わせ】秋田労働局企画室
電話018-883-4254

法務局「市民講座＆相談所」を開催
テーマ／土地の境界について

□日時　11月8日（木）
市民講座　13：30-14：30
相談所　　14：30-14：30

□場所　秋田地方法務局５階会議室
【問い合わせ】秋田地方法務局総務課

電話018-862-1428

「無料登記相談会」を開催します

□日時　11月17日（土）14時～16時
□場所　秋田拠点センターアルヴェ４階
□相談内容　土地の調査・測量、境界
問題。土地分筆、合筆、地積更正、
地目変更。建物調査・測量、新築、
増築、滅失等登記手続きについて

【問い合わせ】県土地家屋調査士会
（土地家屋調査士伊藤千代治事務所）

電話018-863-2386
（土地家屋調査士加藤勉事務所）

電話0185-35-3965
里親になりませんか？
里親登録制度についてご理解ください
全国では様々な理由で親元で生活でき
ない子どもたちが約４万人います。
現在、９割は乳児院や児童擁護施設で
生活しており、残りの１割が里親のも
とで生活しています。子どもへの理解
及び熱意、子どもに対する豊かな愛情
のある方の里親登録をお願いします。

【問い合わせ】秋田県中央児童相談所
電話018-862-7311

自然観察会・体験教室のご案内

□日時・内容
①11月18日（日）10時～12時
文化の館見学とミニ縄文土器づくり

②11月25日（日）10時～12時
クリスマスリースを作ろう

□場所　環境と文化のむら
（五城目町／野鳥の森）

※参加費は無料です。
【申し込み・問い合わせ】
秋田県環境と文化のむら

電話018-852-2202
平成24年度
「ちびっこスギッチ広場」を開催
□日時　12月2日（日）10時～12時
□内容　親子でリズム体操、ミニ職
業体験（警察官、消防士、海上保
安部、看護師の制服着用およびパ
トカー、消防車、救急車の緊急車
両展示）、お買い物ごっこコー
ナー、親子で工作、ベビーマッ
サージ、読み聞かせ紙芝居、歯医
者さんにきいてみようほか

□会場　秋田地域振興局福祉環境部
（潟上市昭和乱橋字古開172-1）

□事前申込期限　11月22日（木）
当日参加も受付けます。参加費は
無料です。

【問い合わせ】
秋田地域振興局福祉環境部企画福祉課

電話018-855-8171

平
成
24
年
秋
田
県
飲
酒
運
転
追
放
競
争

（
平
成
24
年
９
月
末
現
在
）

▽
井
川
町　

第
１
位
／
全
県
25
市
町
村
中

（
酒
気
帯
び
運
転
０
件
、
酒
酔
い
運
転
０
件
）

※
飲
酒
運
転
追
放
競
争
は
毎
年
１
月
か
ら
12
月

ま
で
の
年
単
位
で
県
内
25
市
町
村
毎
の
飲
酒

運
転
検
挙
者
数
等
に
よ
り
、
競
わ
れ
る
も
の

で
、
こ
の
順
位
は
そ
の
月
毎
の
途
中
経
過
を

表
わ
す
も
の
で
す
。

広
報
ク
イ
ズ	

No
・
２
５
５
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ひろば
みんなの

子育て情報

イ ー サ のン

楽しい英会話

小玉 凪海さん（寺沢）

私は、薬剤師になりたい
です。薬でみんなを元気
にしたいからです。

齊藤 詩織さん（羽立）

私は、警察官になりたい
です。理由は、人の役に
立ちたいからです。

澤石 彩香さん（井内）

パティシエになってみん
ながビックリするような
おかしを作りたいです。

小林二千華さん（寺沢）

人気マンガ家の助手になり
たいです。絵がもっとう
まくなりたいからです。

小武海春香さん（羽立）

ニュースキャスターに
なってみんなに良い情報
を伝えたいです。

If you don’t know a person’s name, this is how you ask.
もし名前を知らない人がいたら、こうたずねます。

Dialogue

Amanda : Excuse me, could you tell me your 
  name?

アマンダ：すみません、お名前を伺ってよろしいですか？

Emily : Sure, my name is Emily.
エミリー：いいですよ。私の名前はエミリーです。

Amanda : Emily? So I should call you Emily?
アマンダ：エミリー？なら、あなたのことをエミリーと

呼んでいいですか？

Emily : Actually, some people call me Emmy 
 too. Either name is fine.

エミリー：実は、私のことをエミと呼ぶ人もいます。

どちらの名前でもいいですよ。

Asking About 

Names

名前をたずねる逝
き
た
ま
う
陽
子
先
生
居
る
よ
う
な
気
の
し
て
黄
花
コ
ス
モ
ス
に
寄
る	

児
玉
千
代
子

生
涯
を
貧
し
か
り
に
し
啄
木
の
生あ

れ
し
地
訪
わ
ん
歌
の
友
ら
と	

遠
藤
惠
美
子

セ
ン
サ
ー
の
部
品
買
い
来
て
組
立
て
ぬ
ピ
ン
ポ
ン
と
鳴
り
て
ほ
っ
と
す
吾
は	

鈴
木
ヒ
ロ
子

過
ぎ
去
っ
た
日
々
に
ひ
か
り
を
注さ

す
よ
う
に
幼
が
絵
書
く
カ
レ
ン
ダ
ー
の
裏	

小
林　

康
子

ひ
こ
ば
え
は
生
き
な
ん
と
し
て
か
青
々
と
刈
り
終
え
し
田
を
被お

お

い
つ
く
せ
り	

斎
藤
冨
美
男

長
き
夜
に
読
み
続
け
た
る
本
を
置
き
窓
開
け
て
見
る
夜
気
の
明
か
り
に	

渡
辺　

京
子

一
茎
に
一
花
を
燃
や
し
し
ま
ん
じ
ゅ
し
ゃ
げ
咲
き
て
足
り
し
や
跡
を
残
さ
ず	

伊
藤
ミ
ヤ
子

「
の
ど
自
慢
」
に
帽
子
被か
ぶ

り
て
出
で
し
男
終
え
て
髪
薄
き
頭
を
下
げ
ぬ	

す
ず
き
い
さ
む

井川短歌会詠草
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子育て情報

「わいわい広場」さくらっこ

11月から来年3月までの間、環境センター
は改修工事に入るため、この秋冬は児童館等
の利用が増えますので、体育館で遊ぶ時は親
子共に防寒対策の準備をして来てくださいね。

手作りらんど／カラフルキャンドルづくり 

□と　き　11 月 26 日（月）10：00 ～ 11：15
□会　場　浜井川地区集会所
□参加料　300 円（材料代として）
※ママのリフレッシュ講座です。民生委員

の方々が託児してくださいます。
参加の申込みは 11 月 19 日（月）までに
こどもセンターへ。

【問い合わせ】井川こどもセンター
電話018-874-4151 有線 4305

☆ 11 月の予定	（時間：9時30分～11時 30分）
開催日 場 所（内 容）

　1日（木）
　2日（金）

こどもセンター
健康センター
★「英語であそぼう」（10：45～）

5日（月）
8日（木）

9日（金）

こどもセンター
浜井川地区集会所
★「おはなしの森」 （10：30～）
今戸児童館

12日（月）

15日（木）
16日（金）

健康センター
★「ママのゆりかごタイム」

 （10：30～）
健康センター
今戸児童館

19日（月）

22日（木）

こどもセンター
★「お誕生日会」　（10：30～）
健康センター

26日（月）

29日（木）

浜井川地区集会所
★「手作りらんど」（10：00～）
今戸児童館

※週３回（月、木、金）月曜祝日の場合は火曜実施。

渡部一
いちか

花ちゃん
（小 泉）

安田愛
あいる

琉ちゃん
（新 間）

三浦　皓
こう

ちゃん
（仲 台）

ぼくたち、むしば なかったよ！　　１歳６か月児健診で、むし歯のなかったこどもたちです

半田咲
さきほ

歩ちゃん
（羽 立）

佐藤遥
はるき

希ちゃん
（街 道）

半田誠
せいご

吾ちゃん
（羽 立）

遠藤煌
こいと

糸ちゃん
（今 戸）

健康相談・母子健康手帳交付
月　日 健 診 名 内　　　　容 時間・会場

11月  5 日
19日

健康相談 健康・栄養・睡眠に関する相談
9：00～17：00
健康センター母子健康

手帳交付
母子健康手帳・妊婦健康診査受診票の
交付、保健指導、栄養指導

３歳児健診・すくすく学級・乳児健診
月　日 健 診 名 対　象　者 内　　容 受付時間・会場

11月 9日
（金）

３ 歳 児
健 診

H21年 2月
～5月生まれ

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～ 13：30
健康センター

11月16日
（金）

すくすく
学 級 H24年 8月生まれ

身体計測、保健指導
離乳食について

9：30～9：45
健康センター

乳児健診
H24年7月、4月、
1月、H23年11月生

身体計測、保健指導
内科診察、栄養指導

13：00～ 13：30
健康センター

○健診の時は、問診票、母子健康手帳、バスタオルをお忘れなく。
○７ヶ月児（H24年4月生まれ）は離乳食指導がありますので１時までに受付を済ませて
ください。

予 防 接 種
月　日 区 分 対　象　者 受付時間・会場

11月  8 日
（木）

日本脳炎
予防接種

1期初回：H20/11/6～H21/11/9生まれ児
及び 7歳 6か月未満で未実施児

1期追加：初回（２回）終了後１年を経た児

13：30～14：00
井川町診療所

11月15日
（木）

３種混合
予防接種

1期初回：H23/11/13～H24/8/16生まれ
及び７歳 6か月未満で未実施児

1期追加：初回（３回）終了後１年を経た児

４種混合
予防接種

1期初回：H23/11/13～H24/8/16生まれ
及び７歳6か月未満で3種混合・ポリオワクチ
ン未実施児（受付14：00～14：30）

11月22日
（木）

MRワクチン
接 種

1期：H22/11/20～H23/11/23生まれ児
2期：H18/4/2～ H19/4/1生まれ児

11月 29日
（木）

B C G
接 種 H24/5/27～H24/8/30生まれの児

子宮がん・乳がん検診の予約
医療機関 実施日及び受付時間 予約受付先

秋田組合総合病院
電話予約は毎週月～金曜日の13：30～ 16：30
検診当日は8：00までに病院２階健康センターへ

病院 ･福祉活動室
電話880-3013

食生活改善推進員養成講座・協議会研修会
月　日 内　　　容 時　間

11月13日
（火）

・ウォーキング
・減塩学習会（講話および調理実習）

9：30～13：00
葹田コミセン

保健だより●11月分
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慶 弔

人口などの動き
（10 月１日現在）

人　口　男　2,532 人（	 － 88）
女　2,830 人（	－ 112）
計　5,362 人（	－ 200）

世帯数	 1,770 戸（	 － 3 ）
（　）内は前年同月との比較

だより
（9/21～10/20届出）

■お誕生おめでとう

保坂　凜
り い

依（皓也・麗瞳）

■ご結婚おめでとう

♡鈴木　大樹（小今戸）
　山崎久美子（由利本荘市）

♡浅野　博明（今　戸）
　齊藤　千春（秋田市）

■お悔やみ申し上げます

菅生　金雄（85歳・大　麦）

伊藤　雄光（82歳・上　村）

遠藤　スヱ（81歳・今　戸）

伊藤　正勝（67歳・小今戸）

小玉　サツ（83歳・赤　沢）

門間　キミ（97歳・坂　本）

工藤　兼三（82歳・田　中）

小武海フクヱ（101 歳・新屋敷）

伊藤　則子（79歳・中下村）

お願い：〝慶弔だより〟に氏名等の掲
載を希望されない方は、届け出の際に

『戸籍窓口』へお申し出ください。

施設の利用状況（９月）
(　　) 内は４月からの累計 

■町内無料巡回バス	 2,668 人	（	15,964 人･）
■環境改善センター	 593 人	（	 4,824 人･）
■町民体育館	 1,930 人	（	11,536 人･）
■町民武道館	 381 人	（	 1,806 人･）
■町営野球場	 502 人	（	 2,674 人･）
■定住促進センター	 866 人	（	 6,141 人･）
■日本国花苑施設	 1,617 人	（	 8,910 人･）
■老人福祉センター	 1,214 人	（	 7,565 人･）
■ごみ処理場	 81 ｔ	（	 529 ｔ･）
■し尿処理場	 44	kl	（	 389 kl･）

善 

意
……
…
地
域
福
祉
基
金
へ

・
坂
本
町
内
の
湊　

洋
子
さ
ん
よ
り
、

　

亡
夫
、
慶
吉
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

・
新
間
町
内
の
髙
橋
清
明
さ
ん
よ
り
、

　

亡
父
、
勤
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

・
小
泉
町
内
の
伊
藤
次
男
さ
ん
よ
り
、

　

亡
母
、
カ
ネ
ヨ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

・
坂
本
町
内
の
門
間　

智
さ
ん
よ
り
、

　

亡
祖
母
、
キ
ミ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

・
街
道
町
内
の
藤
田
芳
幸
さ
ん
よ
り
、

　

亡
父
、
康
雄
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

・
羽
立
町
内
の
半
田
欽
一
さ
ん
よ
り
、

　

亡
母
、
タ
ミ
ヱ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て

― 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 

―

16-1

― 平成 24 年度 全国地域安全運動 ー
安全で住み良い地域社会の実現に向けて

〝
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う 

安
心
の
街
〟
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
毎
年
10
月
に
実
施

さ
れ
る
「
全
国
地
域
安
全
運
動
」。
今
年

度
も
10
月
11
日
か
ら
20
日
ま
で
の
10
日

間
、
警
察
署
及
び
各
地
域
の
防
犯
協
会
等

関
係
団
体
の
連
携
の
も
と
、
全
国
運
動
と

し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

運
動
の
初
日
を
迎
え
た
10
月
11
日
、
五

城
目
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
お
よ
び
町
防

犯
協
会
員
ら
に
よ
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
来

町
し
、
役
場
前
に
て
運
動
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

伝
達
式
で
は
、
井
川
町
防
犯
協
会
長
の

二
田
一
朗
氏
が
、「
住
民
が
日
常
生
活
の

中
で
危
険
や
不
安
を
感
じ
る
犯
罪
被
害
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
『
安
全
・
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
』
に
向
け
た
地
域
ぐ
る
み
の

取
組
み
が
大
事
。
町
と
し
て
住
民
の
自
主

防
犯
意
識
の
啓
発
活
動
を
積
極
的
に
推
進

す
る
よ
う
お
願
い
す
る
。」
と
伝
達
文
を

読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

運
動
期
間
中
の
10
月
16
日
に
は
、
町
内

の
ス
ー
パ
ー
セ
ン
タ
ー
・
ア
マ
ノ
前
で
、

井
川
町
防
犯
協
会
員
に
よ
る
自
動
車
等
の

施
錠
の
徹
底
及
び
外
出
時
に
お
け
る
住
宅

施
錠
の
推
進
を
呼
び
か
け
る
宣
伝
活
動
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
五
城
目
警
察
署
管
内

の
盗
難
被
害
の
大
半
は
無
施
錠
の
自
動
車

や
住
宅
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、

会
員
ら
は
買
い
物
に
訪
れ
た
方
々
へ
啓
発

チ
ラ
シ
を
手
渡
し
な
が
ら
、
防
犯
意
識
の

高
揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
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